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Press Release                                         2025 年 11 ⽉ 10 ⽇ 
報道関係者各位  

公益社団法⼈⽇本ホッケー協会 

 

⼥⼦ U18 はミルナワンカップ連覇を達成、男⼦ U18 は準優勝 
〜男⼥ともに決勝進出、最後まで粘り強さを⾒せた戦い〜 

 
公益社団法⼈⽇本ホッケー協会（会⻑︓三須 和泰）は、マレーシア・クアラルンプールで開催された
「第 4 回 NHDP ミルナワンカップ」において、⼥⼦ U18 代表チームが連覇を達成し、男⼦ U18 代表チ
ームが準優勝を飾りましたのでお知らせいたします。 
 
⼥⼦チームはマレーシアの TIGRESS を相⼿に 4-1 で勝利し、第 3 回⼤会に続いての連覇を達成。
男⼦チームは第 1 回⼤会に続き２回⽬の出場。決勝戦まで勝ち進み、マレーシアの TIGERS と激闘
の末、3-4 で惜敗しました。 
 
【ミルナワンカップについて】   
「ミルナワンカップ」は、マレーシアホッケー連盟のナショナル ホッケー育成プログラム（NHDP）が主催する
国際招待⼤会です。 
第 4 回⼤会となる今⼤会には、⽇本（男⼥ U18 代表）に加え、オーストラリア（男⼥︓ONE 
ACTIVE CROCS、男⼥︓QUEENSLAND）、南アフリカ（男⼥ U18 代表）、開催国マレーシア
（⼥⼦︓TIGRESS、男⼦︓SPEEDY／TIGERS）が参加しました。 
 
【⼤会概要】   
⼤会名︓第 4 回 NHDP ミルナワンカップ（U18）   
会期︓2025 年 11 ⽉ 2 ⽇（⽇）〜11 ⽉ 9 ⽇（⽇）   
開催地︓マレーシア クアラルンプール   
会場︓ブキット・ジャリル ホッケースタジアム   
出場国︓⽇本、マレーシア、オーストラリア、南アフリカ 
 
【成績】   
⼥⼦ U18︓優勝（決勝 ⽇本 4-1 マレーシア TIGRESS）※2 ⼤会連続優勝   
男⼦ U18︓準優勝（決勝 ⽇本 3-4 マレーシア SPEEDY）※準優勝   
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【コメント】   
公益社団法⼈ ⽇本ホッケー協会  会⻑ 三須 和泰 
「⼥⼦チームの連覇達成に加え、男⼦チームが準優勝という素晴らしい成果を残したことを誇りに思いま
す。男⼦チームは、試合終盤で追いつく粘り強さを⾒せ、わずか 9 秒差で頂点を逃しましたが、この経験
は今後の⾶躍にとって⾮常に⼤きな糧となるでしょう。   
U18 世代は 2032 年のブリスベンオリンピックで主⼒となる世代であり、⼀部の選⼿は 2028 年のロサン
ゼルスオリンピックでも重要な役割を担うことが期待されます。国際舞台で感じた⼿応えを次につなげてい
く姿を楽しみにしています。」 
 
－U18 ⼥⼦⽇本代表ヘッドコーチ 岩館 直也（岩⼿県⽴沼宮内⾼等学校） 
「今⼤会に向け、選⼿選考・強化を⾏い、⼤会に挑みました。昨年度⼤会に続き、チーム⽬標を優勝と
し設定して、チーム⼀丸となり⽬標達成することができました。選⼿たちは最⾼のパフォーマンスをしてくれ
ました。これもひとえに、ご⽀援ご声援をくださる⽅々のおかげです。我々、U18 ⼥⼦代表はさらに強化に
励み次に進んでまいります。今後ともよろしくお願いいたします。ありがとうございました。」 
 
－U18 ⼥⼦⽇本代表キャプテン ⽊村 ⽇南野（岐⾩県⽴岐⾩各務野⾼等学校）  
「決勝では、開催国マレーシアとの対戦で、アウェイの中でしたが、先制点を取ることができ、いい流れで試
合に⼊れました。しかし、リーグ戦と同じ形で失点を許してしまいました。4Q では勝ちたい気持ちを前⾯に
出して⾃分たちらしいホッケーができました。最後まで全員で戦い抜き、優勝を勝ち取ることができてうれし
いです。優勝できたのは、たくさんの⽅の⽀え、応援のおかげです。この優勝に満⾜することなく、さらに上
のステップを⽬指して引き続き頑張っていきたいです。」 
 
－U18 男⼦⽇本代表ヘッドコーチ 伊藤 直登（島根県⽴横⽥⾼等学校） 
「今⼤会は優勝を⽬標に出場しました。予選リーグでは先制され苦戦する試合もありましたが、４勝１
敗でリーグ２位で決勝へ進みました。決勝では試合終盤に追いつきましたが、最後に勝ち越され２位に
終わりました。選⼿たちは最後まで諦めず戦い抜いてくれました。 
今⼤会の出場にあたりご⽀援、ご声援をいただいた⽅々に感謝申し上げます。」 
 
－U18 男⼦⽇本代表キャプテン 安井 健晃（福井県⽴丹⽣⾼等学校） 
「今⼤会は優勝を⽬標に出場しました。予選では４勝１敗で２位で決勝に進みました。決勝では先制
点を取りましたが、相⼿に逆転され、準優勝という結果になりました。悔しい結果となりましたが、苦しい時
間帯でもチームが⼀丸となり声を掛け合った結果、チームで準優勝をつかみ取ることができてよかったです。 
この経験をこれからのホッケー⼈⽣に活かしていきたいです。」 

 
【⼤会情報掲載ページ】 
（⼥⼦）https://hockey.or.jp/u18women/others/f2025-mc-kualalumpur 
（男⼦）https://hockey.or.jp/u18men/others/f2025-mc-kualalumpur 

以上 
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【本件に関するお問い合わせ先】 
公益社団法⼈⽇本ホッケー協会 広報部 桜⽊・⻄村 ／ 事務局 坂本 
〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町 4番 2号 JAPAN SPORT OLYMPIQ SQUARE 
TEL︓03-6812-9200  FAX︓03-6812-9210 E-mail︓info@japan-hockey.org 
 

 

 

 


